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::k第 34回研究会における総会の経過報告

1 972年 10月 30 • 31日.寺島東洋三氏(放医研)のお世話で第 34臣l研究会が放

医研蹄堂において多数の接会者を得て盛大K開催された。

総会では以下の知き事項が報告され，又承認された。

1 新入会員(古山氏)別指

2. Bibllography 報告 〈央村秀夫氏〉

a)本年度は従来通りの型式で刊行する

b)新しい自国武方式の原則が決定された

け実施方法は新しい幹事会K一任する

3. 次回，次々会研究会 (央付秀夫氏〉

第五5図研究会 ( 4 8年度審)

世話人工 北大名誉教授・牧野佐二郎氏

第36図研究会 ( 48年度秋)

京都府立医大・三宅情雄氏

4. 昭和 48・49年度幹tJ{選 〈古山氏〉

幹事選は加納.古山両氏が却当して会員名簿と同時K幹事選のお知らせを発送し.1 

月中K新幹事を温幽する

:k.日本組織培養学会第34回研究会について

寺 島 東洋三 (放射線医学総合研究所)

去る 10月 30• 31日間日 Kわたり.乙こ千葉市の放射線医学総合研究所で研究会

が他されました。地域的不便さもあって果してどの程度研究会の突を挙げうるか心配でし

たが，ポスターの矧床もあってか延べ 300人弱の熱心な毎会者が得られ，予怨lliの盛

会であったことは世話人としてまこと K踏しく，発表者.審会者各位のお低と感謝してお

ります。

部I題締切りの期日を過ぎても応募カ~J>なく単備係としてはいささカあわてたのですが，

特別出演の御好意Kよってどうやら盤えることができました。一つの理由は学会シァズン

の最中で，特K関連する癌学会とビールス学会Kはさまれたためと思います@もっと会期

を避らせることも考えられましたが，会場の暖房能力も考慮、しないわけKゆきませんでし
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-ンンポジウムのテーマ忙ついてはかねがね組織培養の意腕とそのポテンジャリティについ

てある時点でのまとめをと考えておりましたので，さほど洗うことはありませんでした。

従って内容は多分忙 educalional program としての色彩をとると考え，それぞれの演

者K倒助震理をお願いいたしました。もちろん極めて限られた時間内のことなので.単側係が

選択した局面(増嫡，遺伝.閥節)についてだけしか実現できなかったので御却蹄K治えな

かった向きもあるかと存じます。その点は今後の研究会て:~次お取り上げを願います。なお

今回は非I帽乳類細胞培饗を庄野氏(北里大)，三橋氏〈鮒矧)tc特忙お願いできたととは

単備係としてたいへんありがたいととでしたo (因みに.11;0乳動物の代りに晴乳類，非哨乳

類と使いましたことは今回ヵt初めてかと存じますが，用隠の正しい使用，統一的な使用もと

れからIL，mけたL、ととと考えます。)

ともあれ，それぞれの Fr0 n t i D rが揺られ.われわれtc.また学生密会者を含む非会員 r/ 

( 65%)の方々に問題点の SI!ope を与えてくれたとL、う意味である程度所期の目的は遥

せられたと信じております。

会場内の運営，とくに食事.休館、忙ついてはL、ろいろ行間かぬとともあり，一部の会員忙

は陽当りの芝生て・休んて・いただいたりしましたが，当研究所 4、既舵手狭まなため御容赦をお

願いするより他ありませんでした。終り忙当学会もますます多くのディシプリ y が重参加され

て，組織培養の可能性と方法の開発忙力をつくしていただ〈ょう忙なるととを皆様Kお願い

し，またわれわれも努めるつもりでおります。

末f在ながら質助金員の方々に原く御礼申しあげます。

~昭和47年 10月新入会員

楠原耕子 〈東大・医・病患)

出井章三 (日大・医・病理)

早田義博 (東京医大・外科)

安遥 的 〈日水製薬・開発研究部)

相馬広明 〈東京医大・産婦人科)

辻 敬次郎 (東京医大・外科)

佐々木元賢 〈札幌医大・口腔外科)佐々木元過 〈北大・理・染色体研)

吉田勉弘 (北大・理・染色体研)辻

田中願

堀内随也

須藤鎖也

中 川原克

五十嵐 彰
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阿部違生

山根仁文

依田静夫

次橋望彦

(京府医大・第三内科)

(岡山大・教義・生物〉

〈麻布獣医大・家畜臨床)

〈老人総合研)
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~幹事会記事 47年 10月日日 (於国立予研第 2会厳重)

2. 

3. 

4. 

出席者: 央村.加納.小山.土井国.古山.山田〈会計)アイウエオ願

新入会員 15名が承認された。

Bibllography 71年度版忙ついては.従来どうりの型式の刊行K対して，文部省よ

り助成金が交付されたので.編集は奥村幹事が担当して出版することに決まったo

新しいスタイルの Blbliographytcついては培饗学会の前日 K行われる幹事会で検討

することになった。

第 35回研究会は北大名誉教授牧野佐二郎先生のお世話で48年 6月上句札幌市内で行

われることが決った。

第 36回研究会は京者W苛立医大三宅情雄先生K開催のお世話をお願いすること忙なった。

学会活動Kついて，会員通信を定期的K刊行し，海外情報をできる限り収集して.広く

会員K知らせるよう努力するととなどが話し合われた。

:J.c幹事会記事 47年 10月29日 〈於千葉グランドホテル〉

出席者: 奥村.加納.小山，黒木，黒田〈元 Bib 11 ography編集担当)土井田.古山

(アイウエオ順)

懸案の新しいスタイルの B1 b 1 i 0 g r a p hy W:ついては，担当幹事土井田がサンプルを提

示し詳細な検討が行われた。

たXし:実施年度は48年度からとするので新幹事会で具体的突施方法を決定するのが筋

であるということとなり，新しい幹事が還出された時点て・新旧両幹事が一向忙会し肘論

の内容を含めた引継ぎを行うととになったo

2. 35回研究会の会期は 6月1日-3日〈詳細は未定)，会場は札幌市内の武藤商会ピル

6階広間で行う旨世話人より述絡があったと報告され了承された。

dc第35回研究会について

次回研究会は下記のよう忙北大で開飽きれることとなった。

世話人: 牧 It 佐二郎氏 (北大・理・染色体研究施設)

会 知]: 昭和48&f.6月 1日-3日

会 場: 武藤商会ピル 杭脇市

シンポジウム:

世話人からの要望:

fChromosome Studios in Tissue CultureJ 

一般演題の他上記のシンポジウムを開きます。多数の皆僚のt参加を

希望いたします。また会期は丁度北海道の観光シーズンである上.

他の学会の会期と重複しておりますので宿泊の予約は年内にすませ

た方がよいと思われます。別項の資料を怠考K宿泊手続きを早めに

すませて下さ、、。
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昭和47年度札幌市内日本旅館.ホテル収容人員引受料金

旅館関係

旅 館 名 住 所 電 話 料 金 人員

ホ '7 Jレ 丸 惣 札幌市北 1条西 5 221・0111 4.0 00-4.500 100 

すみれホテル . M 北 1条西 2 261・5151 3.500-4.000 200 

山 形 屋 旅 館 " 北 1商 14-1 221-2101 3.500-4.000 50 I 

富士屋ホテル 点V 北 5条西 7 241・4181 3.500.....4.000 100 

第 ホ ヲ. Jレ " 大 通 商 10-4 221・1101 五500-4.000 80 

ホ テ N 北 都 11 北 4条 西 5 221・6121 3.000-3.500 100 

ホテルエューキッポロ 11 北 4条西 4 231-0155 3.000-3.500 

中 村 屋 11 北 5条西 7-1 241-2111 3.000-3.500 1 00 I 

光 栄 ホ ア Jレ 11 北 7条西 5-6 711・5151 2.800-3.300 300 

大 万 館 11 北 1条西 8 231・0385 2.80 0-3.3 0 0 60 

山 一 旅 館 11 南 3条西 1 241・0875 2.800-3.300 60 

宮 械 ホ プ JV 11 北 10条商 1 731-4155 2.800-3.300 30 

~t 陽 館 H 北 1条西 10 241・8963 2.800-3.300 50 

保 坂 屋 " 北 1条 西 8 231・0240 2.800-3.300 50 

山 水 悶 11 宮ノ森1044 261・5121 2.800-3.300 

札 幌 会 館 H 北 17条商4 721・1341 2.800-3.300 250 I 

~t r， 館 M 北 4西 5 241・0201 2.800-3.300 70 I 

神 宮 附 H 南 1条 西 27 631・2531 2.500-2.800 200 I 

辰 奨 旅 館 M 北 2条商 5 221-2233 2.500-2.800 100 

おきむら旅館 11 北 12条西 4 711・3938 2.500-2.800 100 

えびすや旅館 H 北 12条西 4 711・4141 2.500-2.800 200 

思 進 館 H 北大通り函 8 231・5651 2.500-2.800 50 I 

丸上伊藤旅館 1/ 北大通り西 8 261・0121 2.500-2.800 50 

山 本 旅 館 H 北 13条西 4 711・0229 2.50 0-2.800 50 
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旅 館 名 住 所 電 話 料 金 人 員

首 穏 館 札幌市北 2条東 11 241-4901 2.50 0--2.80 0 200 

中 殿 N 南 1条西 7 231・4717 2.500--2.80 0 50 

都 旅 館 " 北 2条東 11 231-5651 2.500-2.80 0 50 

. 
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ホテル 関係

ホ フ. ル 名 住 所 電 話 科 金 人 員

札現 市 北 1条西 4
8-3.800 

札幌グランドホテル 261-3311 335 
T-7.0 0 0 

札幌パークホテル 南 10条西 5 511-3131 
8 -4.0 0 0 

" 500 
T-7.000 

札幌ローヤルホテル 南 7条東 1-11 511・2121
8-3.500 

" 1 73 
T-6. 5 0 0 

札幌国際ホテル 北 4条 西 4 261-1381 
8-3.50 0 

M 73 
T-6.50 0 

札幌プリンスホテル 南 2条 西 11 231・5310
8-3.500 

380 " T-6. 5 0 0 

ホテルエューミヤコシ 北 2条 西 3-1 221・2141
8-2.80 0 

230 " T-5.0 0 0 
」ーーーーーーーーーー

ビジネスホテル

ホ 7" Jレ 名 住 所 電 話 料 金 人 員

* ア Jレ 丸訟 札幌市南 7条 西 5 511-4483 2.8 0 0 70 

八重洲ホテル " 北 7条西 5 731・8171 2.800 80 

ホ ア JV 山 玉 " 南 5条 西 13 551・3211 3.5 0 0 100 
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:Ac編集後記

o 前号の新入会員住所の項にミスプリントがあったが.会員名簿が活く発行されるので.
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紙上での訂正を省略させていただく。

。会員・新島迫夫氏〈東医歯大・医.解剖〉が御逝去されました。本学会設立以来の

会員であり.特K哀愁を感じます。御冥福をお祈りする。

<> 会員通信を充実させよという御意見を各方面からいただいたが.なんら具現することな

しに本年最終号を発行すること陀なり心残りである。新年からは編集方針を一新して，

御要望K答えたいところである。 (8)
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